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四
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年
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年
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年
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四
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没
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十
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十

三

回

忌

七

回

忌

三

回

忌

一

周

忌

年

回

忌

　　【年回忌表のお知らせ】
本年の年回忌は、下記の通りです。
年忌にあたるご家庭には、お知らせしています
が、漏れがある場合もございますので、ご確認
ください。
＊法要をご希望の場合は、早めにご相談ください。
（お参りの人数、場所、お斎の有無などお知らせ頂けれ
ば助かります。）

無
心
に
咲
く
花
の
よ
う
に

　
あ
る
方
か
ら

、
ご
本
山
南
禅
寺
に
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
と

、

お
葉
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
本
山
の
和
尚
様
か
ら

「
一
に
掃
除

、
二
に
信
仰

」
が
重
要
だ

と

、
そ
の
心
は

「
日
常
が
大
切

」
な
ん
だ
と
お
話
し
い
た
だ
い
た

こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た

。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
三
年

、
大
変
な
日
常
が
続
い
て
い
ま

す

。
求
不
得
苦

（
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
苦
し
み

）
五
蘊
盛
苦

（
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
の
苦
し
み

）
様
々
な
苦
し
み
が
増
え
て

い
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

。

　
お
釈
迦
さ
ま
は

、
苦
を
苦
の
ま
ま
に
し
な
い
生
き
方
を
説
き
ま

し
た

。
こ
の
世
の
様
々
な
も
の
に
執
着
し
な
い
で

、
苦
し
み
か
ら

逃
避
し
ご
ま
か
す
の
で
は
な
く

、
そ
の
ま
ま
を
受
け
入
れ

、
清
ら

か
な
心
で
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す

。

 
 

百
花
春
至
為
誰
開

 

(

ひ
ゃ
っ
か
は
る
い
た
っ
て
た
が
た
め
に
か
ひ
ら
く

）

 

寒
い
冬
が
過
ぎ

、
春
を
迎
え
れ
ば
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
乱
れ

る

。
誰
の
た
め
に
咲
く
の
で
も
な
く

、
た
だ
命
の
ま
ま
に
咲
く
花

の
無
心
を
詠
ん
だ
禅
語
で
す

。

　
禅
語
の
花
の
よ
う
に

、
い
た
だ
い
た
命
を
無
心
に
精
一
杯
に
過

ご
せ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

。

五

十

回

忌

三

十

三

回

忌

二

十

五

回

忌

中
村
　
文
三

植
木
文
一
郎

矢
野
　
玄
徳

矢
野
　
明
玄

大般若御祈祷法要・初観音講
　1月17日・火曜日　　午前10時より
恒例の大般若祈祷絵法要・初観音講をお勤めいたします。
本年も、午前10時からのご法要になります。
法要後に、長年責任役員としてご尽力いただきました植木文一郎様が
御退任されますので、後任の責任役員・総代様の引継ぎ式を行います。
総代様地区世話人様の年始会を兼ねておりますので御出席の程お願
いいたします。一般檀信徒の皆様は、ご自由にご参拝ください。
※お参りの際には、コロナの基本的感染対策にご協力ください。

第１８１号
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　発行　安住寺（年４回）
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代

表

責

任

役

員

　
檀
信
徒
の
皆
様

、
当
山
に
御
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
は

、
恙
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
法
愛
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に

、

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
癸
卯
　
歳
旦

清
末
　
玲
子

河
野
　
晴
生

須
賀
　
正
廣

古
田
　
忠
夫

麻
生
　
哲
治

加
藤
　
傳
蔵

是
久
　
幸
雄

松
本
　
文
次

総

代

総

代

総

代

責

任

役

員

前

責

任

役

員

責

任

役

員

(1)令和5年1月1日　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　       　           181号　　　　　　　

敬
頌
新
禧
禅
の
心

合

掌

会

会

長

総

代

総

代

総

代

総

代



　
 
可
愛
ら
し
い

　
お
稚
児
さ
ん
た
ち

総代世話人様、お稚児さんとの記念写真

総代中村文三氏による記念塔婆除幕

(2)令和5年1月1日　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　                  181号　　　　　　　

　
令
和
四
年
十
月
二
十
三
日

か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で

の
一
か
月
間

、
秘
仏
閻
浮
檀

金
観
音
の
御
開
帳
を
い
た
し

ま
し
た

。

　
期
間
中
に
は

、
開
扉
法

要
・
閉
扉
法
要
は
じ
め
仏
教

講
演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト

、
合

掌
会
主
催
の
チ

ャ
リ
テ

ィ
ー

バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た

。

　
総
代
様
を
は
じ
め
準
備
に

携
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様

、
諸
行
事
に
ご
参
拝
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

、

心
よ
り
感
謝
お
礼
申
し
上
げ

ま
す

。

秘
仏
観
音
御
詠
歌

「
慈
し
む

　
　
巖
の
清
水
汲
み
て
こ
そ

　
福
寿
も
満
ち
て

　
　
　
千
代
や
ま
も
ら
ん

」

　
秘
仏
観
音
の
慈
悲
が

、
永

く
皆
様
に
と
ど
き

、
幸
多
か

ら
ん
こ
と
を
改
め
て
祈
念

し

、
ご
参
拝
で
き
な
か

っ
た

方
に
も

、
紙
面
で
お
伝
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

秘
仏
観
音
御
開
帳
無
事
円
成

　
秘
仏
閻
浮
檀
金
観
音

　
　
　
　
御
開
帳
香
語

令
和
開
帳
賑
群
民

頂
礼
一
心
入
聖
因

慈
眼
普
明
世
間
照

百
災
衆
怨
悉
雲
散

　
　

右

　
　
　
玄
徳
　
九
拝

閑栖和尚導師による香語・お勤め



計　　　　　　　 　　95,835円 計　　　　　46,600円

収入計 95,835円-支出計 46,600円＝差引残額 49,235円

売上　　　　　　　 81,240円 寄付金（社会福祉協議会）

寄付金　　　　 　 　5,500円 　　　　　　　25,000円

残った物品のリサイクル  9,095円 役員お弁当（600×36）

　　　　　   21,600円

◆11月3日（木・文化の日）
寺庭(住職妻）他、有志の方による演奏会を開催いたし
ました。昨年に続き2回目の開催で沢山の方にご来場
いただきました。

◆11月23日（水・勤労感謝の日）
一か月間にわたった、秘仏御開帳が閉扉法要にて無事
円成することが出来ました。
早朝は激しい雨に雷までなりましたが、11時の法要の
時には晴れ間ものぞき、33年後の御開帳までゆっくり
休まれ、厨子の奥から私たちを見守って下さることと
思います。
法要に先立って合掌会の皆様には、チャリティーバ
ザーありがとうございました。

【チャリティーバザー収支報告】
収入の部 支出の部

(3)令和5年1月1日　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　 　                 181号　　　　　　　

◆10月29日（土）午後1時より
【仏教講演会・ちひろコンサート】を記念行事として
開催いたしました。
前半は大分市長福寺・宇都宮玄秀師を講師に「ほとけ
さまに出会う」と題し禅の教え自己の仏についてお話
しいただきました。
後半は金子みすゞの詩に曲をつけて歌われる、シン
ガーソングライターの、ちひろさんをお招きしてのコ
ンサート。手話を交えての曲など、皆さんと一緒に
なって楽しみました。

◆11月17日（木）
閑栖和尚和尚による法話の会が開催されました。
秘仏観音の由来や「一念成佛」と題し、観音の慈悲や
信心・信仰の目的などを話されました。

☆合掌会チャリティーバザー☆
11月23日（水・勤労感謝の日）
朝方、雷の鳴るあいにくの雨模様となりましたが、秘
仏観音閉扉法要に合わせて、合掌会チャリティーバ
ザーを開催いたしました。
3年ぶりの開催で、新役員さんになってから初めての
行事となりました。物品の集まりや運営など心配しま
したが、郵送にてバザーの品物を送ってくださる方が
あるなど、たくさんの方にご協力いただき、盛会に終
えることが出来ました。
また、益金の一部を杵築市社会福祉協議会の方へ寄付
をいたしましたのでご報告をいたします。



◆
行
事
予
定
◆

〈

座
禅
会
〉

　
一
月
十
四
日

　
一
月
二
十
八
日

　
二
月
十
八
日

　
三
月
四
日

　
三
月
二
十
五
日

　
　
土
曜
日
・
午
前
六
時
半

予
定
が
不
定
期
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
写
経
会
〉

　
一
月
二
十
四
日
（
火
曜
日
）

　
二
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）

　
三
月
二
十
日
　
（
月
曜
日
）

○
そ
の
他
の
予
定

＊
総
代
会

　
二
月
二
十
四
日
（
金
曜
日
）

＊
説
教
会

　
四
月
二
十
五
・
二
十
六
日

＊
合
掌
会
総
会

　
四
月
二
十
六
日
（
水
曜
日
）

（内賽銭108,756）

これまでの義援金累計
2,035,602円（平成23年～）
（内お賽銭合計　1,329,371円）
（内東日本大震災分　1,043,708）
（その他の義援金　991,894円）

安住寺では本堂・観音堂他に納めて頂いた、
お賽銭をすべて義援金として寄付しております。

沢山のご浄財を有難うございます。

〈蒲江・梅南寺閑栖和尚様遷化〉
大分県南禅寺派第24部の蒲江・梅南寺第四世月潭香逸和尚様が去る

12月12日に88歳で急逝され、15日16日に通夜密葬、本葬儀が執り行
われました。
同じ南禅寺派の和尚様として、本山の部長を長らく務められ、部内
のためにも大変なご尽力をされました。
また、拙僧の結婚式の戒師をお務め頂くなど、閑栖和尚の代から、
遠方より安住寺の諸行事、法要にも度々おいでいただいておりまし
た。檀信徒の方でも親しい方があったのではと思います。一昨年よ
り県内南禅寺派の和尚様や寺庭様が続いてお亡くなりになり、寂し
いばかりです。
心よりご冥福をお祈りいたします。

奉仕作業に参加いただいた皆さん

※墓地ブロック建て替え工事
強風によって倒壊した、墓地長昌寺境界にありますブロック塀
の建て替え工事が、年末から年明けに際し行われます。しばら
くの間ご迷惑をおかけすることになりますがご了承ください。
また、今回の建て替えと、平成29年のブロック塀倒壊の工事
費用が、火災保険に申請したところ、ほぼ全額が保険で賄える
ようになりましたので、併せてお知らせいたします。

【義援金のお知らせ】 【合掌会奉仕作業】
12月2日（金）合掌会執行部並びに地区役員様による
奉仕作業が行われました。
諸堂の大掃除をしていただきピカピカになりました。バ
ザーに続き大変お世話になりました。

令和4年度の義援金
災害義援金（日本赤十字社へ）120,000円

(4)令和5年1月1日　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　                  181号　　　　　　　

【
仏
前
結
婚
式

】

　
十
一
月
二
十
九
日

、
秋
晴
れ
の
好
日
に

、
久
し

ぶ
り
に
当
山
で
仏
前
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た

。

　　
仏
前
結
婚
式
は
華
燭
の
儀
と
も
い
わ
れ
ま
す

。

　
そ
の
昔

、
花
売
り
の
少
女
と
燭
台
の
油
を
売
る

少
年
が
い
ま
し
た

。
関
心
な
こ
と
に
こ
の
二
人
は

毎
日
仕
事
が
終
わ
る
と

、
お
釈
迦
様
に
お
花
と
油

を
お
供
え
し
て
お
り
ま
し
た

。
や
が
て
互
い
の
心

に
ほ
の
か
な
愛
が
芽
生
え

、
お
釈
迦
様
の
認
め
る

と
こ
ろ
と
な
り

、
縁
を
結
び
幸
せ
な
家
庭
を
築
い

た
と
い
う

。

　
こ
の
言
わ
れ
か
ら

、
華
を
売
る
少
女

、
燭
の
油

を
売
る
少
年
の
頭
文
字
を
取

っ
て

「
華
燭
の
儀

」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

　
こ
の
度
は

、
木
付
家
瀧
水
家
の
ご
成
婚
で
し

た

。
お
二
人
と
ご
両
家
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
改

め
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

。

　
ま
た

、
お
檀
家
様
に
限
ら
ず
仏
前
結
婚
式
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

。
ご
相
談
く
だ

さ
い

。


